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○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活用した。

３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全学級で行った。

３：８０％以上の学級で行った。

２：６０％以上の学級で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全学級で行った。

３：８０％以上の学級で行った。

２：６０％以上の学級で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織的な対応をしなかった。

４：全学級で行った。

３：８０％以上の学級で行った。

２：６０％以上の学級で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全学級で行った。

３：８０％以上の学級で行った。

２：６０％以上の学級で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。

PTA、親児（おやじ）の会等保護者と連携し、
それぞれの役割を明確にした教育活動を充
実させる。

１：「学校は、地域の力を積極的に活
用し、地域と連携した教育活動をして
いる」と回答する保護者が７０％未満

中学校やおおたっ子広場など、地域の関係
機関との連携を積極的に進め、教育活動を
充実させる。

９６．８％の保護者が肯定的
に捉えている。制限の多い中
地域の力を借りた教育活動
を多く実施してきたことに対
する評価と考える。感染症収
束後にはさらに充実させて
いく必要がある。

★忙しい中、いつも親身に耳を傾けて頂
き感謝しております。又、サポーターの特
色を生かし、コロナ禍でも柔軟に対応い
ただけたことでこのような状況下でも新
しい事にチェレンジ出来ました。
★地域と中学校など、よく連携が取れて
いると思う。
★引き続き全面協力させていただきま
す。
★このような状況の中、各方面で連絡を
取り合いそれぞれが出来ることを提案
し、児童に反映することが出来ていたと
思う。次年度も今年度以上に連携を深
めて欲しいと思う。
★これからも子ども達のために町会とし
て学校及びPTA活動に協力していきた
いと思います。
★子どもたちが住んでいる地域の一員
としての自覚を持たせてくれている。

地域教育連絡協議会において、児童・生徒の
変容等の具体的な資料を作成して、評価に
必要な学校の情報を適切に提供し、適正な
評価を受けるよう努める。

３：「学校は、地域の力を積極的に活
用し、地域と連携した教育活動をして
いる」と回答する保護者が８０％以上

学校支援地域本部と連携するなどして、地域
力を生かした特色ある教育活動を実践する。
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学校・家庭・地域が担う
役割などを明確にし、
地域に開かれた教育の
実現を目指します。
また、相互の連携を深
め、子どもを育てる仕組
みを作ります。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、積
極的に情報を発信する。

４：「学校は、地域の力を積極的に活
用し、地域と連携した教育活動をして
いる」と回答する保護者が９０％以上

4
２：「学校は、地域の力を積極的に活
用し、地域と連携した教育活動をして
いる」と回答する保護者が７０％以上

校内委員会等を確実に実施し、学校における
特別支援教育を推進する。

１：「私は授業の内容がよくわかりま
す」と回答する児童が７０％未満
「「子供は、授業の内容がよく分かっ
ている」と回答する保護者が７０％未
満

一人当たり年間３回の授業観察を教員間で
見合い、成果と課題を明確にし授業力を高め
る。

児童の95.2％保護者の
92.2％が肯定的な評価で
ある。ワークテストや学力調
査等の結果を分析し授業改
善をPDCA化することにより
学習意欲を高める指導を担
保する。

★忙しい合間をぬって、定期的にきちん
と対応してくださっている印象を受けて
います。今年度は図書委員の先生には
大変お世話になりました。
★先生同士のコミュニケーションが良く
できていると思うので、授業の向上が出
来ているのではないか。
★継続してお願いします。
★自分事になりますが、授業の内容が
わからなかった。との言葉は我が子から
一度も聞いたことはありません。そのこと
からも、先生方は自己啓発に努めてお
り、授業にもよく反映されていると思う。
★子ども達の安全、安心について、校長
先生を中心とした教職員の方々の熱心
な指導が行われていると思います。
★子ども達が楽しく学校生活が遅れて
いると思います。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、主
任教諭が助言・支援を行う校内研修等を実
施しOJTを充実させる。

３：「私は授業の内容がよくわかりま
す」と回答する児童が８０％以上
「「子供は、授業の内容がよく分かっ
ている」と回答する保護者が８０％以
上各種研究発表会等の研究・研修の成果を、

自身の授業改善に生かす。

プ

ラ

ン

５

　

魅

力

あ

る

教

育

環

境

づ

く

り

児童・生徒が安全・安
心に学校生活を送るた
めに、教員の指導力向
上と良質な教育環境を
つくります。

授業公開日の授業評価を、その後の授業改
善に生かす。

４：「私は授業の内容がよくわかりま
す」と回答する児童が８５％以上
「「子供は、授業の内容がよく分かっ
ている」と回答する保護者が８５％以
上

4
２：「私は授業の内容がよくわかりま
す」と回答する児童が７０％以上
「「子供は、授業の内容がよく分かっ
ている」と回答する保護者が７０％以
上

「一校一取組」「マイクラススポーツ」を取り
入れ、年間を通して体力向上に取り組んでい
る。

１：「体を動かすことが好き」と回答
する児童が７０％未満「学校は子供た
ちの体力向上に取り組んでいる」と回
答する保護者が７０％未満

保護者の97.5％が肯定的
な評価をしている。これはこ
のような状況の中運動会や
持久走大会、学年別リレー
大会等を公開で実施したこ
とが大きいと考える。他方児
童は肯定的に回答した割合
が8５％に届かなかった。年
間を通した運動量の確保が
課題である。

★運動能力が高い低いに関係なく、体
を動かすことの楽しさ大切さをより一層
育んで欲しいです。
★早寝・早起き・朝ごはんは良い取り組
みであると思います。コロナで運動量が
少なくなった。
★思春期に向けて体を動かすということ
と生活リズムという教育をお願いした
い。
★児童は不満があるだろうが、全ての行
事を行ってくれたこと、色いろな工夫をし
てくれたことはとても素晴らしく思える。
★外で遊ばない体力低下の子ども達に
もっとスポーツを。

給食指導及び教科等における指導を通して、
食生活の充実・改善をねらいとした「食育」を
推進する。

３：「体を動かすことが好き」と回答
する児童が８０％以上「学校は子供た
ちの体力向上に取り組んでいる」と回
答する保護者が８０％以上

体育的行事、部活動、休み時間など様々な機
会を通して運動習慣の確立を推進する。
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スポーツに親しむ心の
育成や、運動習慣の定
着による体力の向上な
ど、生涯にわたって健康
増進を図る意識の向上
をめざします。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望ましい
生活習慣についての意識啓発を行う。

４：「体を動かすことが好き」と回答
する児童が８５％以上「学校は子供た
ちの体力向上に取り組んでいる」と回
答する保護者が８５％以上

3
２：「体を動かすことが好き」と回答
する児童が７０％以上「学校は子供た
ちの体力向上に取り組んでいる」と回
答する保護者が７０％以上

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

１：「わたしにはよいところがありま
す」と回答する児童が７０％未満「学
校は、子供の自己肯定感を育む指導を
工夫している」と回答する保護者が７
０％未満

校内研究と連動しながら、児童が主体的に考
え話し合いを通して深く学ぶ学習活動を通し
て、児童の自己肯定感を高める授業を実践し
ている。

保護者の97.5％及び児童
の９０．５％が肯定的な評価
をしている。今年度は自己肯
定感の醸成を校内研究に位
置付け教育活動を行ってき
た。成果と課題を明らかにし

来年度につなげる。

★志茂田の子は、少人数という強みを生
かし、一人ひとりがのびのびとたくましく
成長している印象があります。将来、生
きていく根幹となる心の育みをこれから
も大切に育成し続けてください。
★児童同士が良く考えて話し合いが出
来るようになって欲しい。
★規律や道徳は大事です。引き続きお
願いします。また、左記「対応」「実施」
の結果を知りたいです。（で、どうだった
のか。）
★今年度は異例の年ではあったが、他
学年との交流が少なく思え、各学年に対
する思いやる心が例年より低く思えた。
ゆえに、上級生としての自覚に欠け、下
級生と接して得られる自己肯定感は低
いように思える。何かもう少し他学年と
交流を持てる機会が作れたら良かったと
思う。
★道徳教育で優しく相手の立場を考え
られる人間に育つようこれからも教育し
てください。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、国、
都及び区の資料を活用した授業等を行う等
道徳指導充実のための取組を行う。 ３：「わたしにはよいところがありま

す」と回答する児童が７５％以上「学
校は、子供の自己肯定感を育む指導を
工夫している」と回答する保護者が７
５％以上

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の結
果よりストレス症状のみられる児童・生徒に
対して組織的に対応する。
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子ども一人ひとりの正
義感や自己肯定感、自
己有用感などを高める
とともに、自他の生命を
尊重する心を育成する
など、未来への希望に
満ちた豊かな心をはぐ
くみます。
　

小中一貫による教育の視点に立った生活指
導の充実により、社会のルールや学校のきま
りなどを守ろうとする意識を高める。

４：「わたしにはよいところがありま
す」と回答する児童が８０％以上「学
校は、子供の自己肯定感を育む指導を
工夫している」と回答する保護者が８
０％以上

4
学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめの
未然防止、早期発見等のための取組を実施
する。

２：「わたしにはよいところがありま
す」と回答する児童が７０％以上「学
校は、子供の自己肯定感を育む指導を
工夫している」と回答する保護者が７
０％以上

授業改善推進プランを、授業に生かす。

１：「先生たちは、分かりやすい授業
に努め、学習指導を工夫している」と
回答する児童が７０％未満保護者が７
０％未満

朝算数や朝読書の時間を活用し、基礎的な
計算力、語彙力の向上を図る。

この項目については、児童の
９５．２％保護者の９７．４％
が肯定的な評価をしている。
昨年と比較すると児童は約
4％上昇している。臨時休業
明けには震度が早くなりがち
なところをあえて丁寧に進め
ることを心がけたことがこの
ような数字につながった一
因と考える。他方保護者につ
いては、例年並みに児童の
姿を参観できていないため、
より一層授業改善に取り組
む必要がある。

★居心地のよい図書館づくり、朝読書の
時間での読み聞かせにご協力いただき
ありがとうございます。これからも、1人
でも多くの子どもたちに楽しく学んでも
らえる機会の一助を伝えればと思ってい
ます。
★一人ひとりの学習をよく見て指導し、
おちこぼれのないようにして欲しい。
★これだけ皆さんが取り組み、分かりや
すく教えているということで良いと思う。
★丁寧な学習を引き続きお願いします。
★国語・算数・理科・社会は当然だが、
英語の学習も思っていた以上に定着し
ているように思える。1人ひとりに寄り添
いしっかり指導出来ているからだと思う。
★コロナ感染拡大が続く中で、学校が
休校となり先生達も子ども達も授業が
大変な時期の中とてもがんばってきたと
思います。
★落ちこぼれにならないように一人ひと
りの目線にたった教育指導である。

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。 ３：「先生たちは、分かりやすい授業

に努め、学習指導を工夫している」と
回答する児童が８０％以上保護者が８
０％以上

学習補助員等による算数・数学・英語の補習
を実施する。
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向

上

児童・生徒一人ひとり
の学ぶ意欲を高め、確
かな学力を定着させま
す。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一人
ひとりの学習のつまずきや学習方法につい
て、指導する。

４：「先生たちは、分かりやすい授業
に努め、学習指導を工夫している」と
回答する児童が８５％以上保護者が８
５％以上

4
２：「先生たちは、分かりやすい授業
に努め、学習指導を工夫している」と
回答する児童が７０％以上保護者が７
０％以上

２：「学校は、全ての教育活動におい
て、子供の人権を尊重する姿勢で指導
に当たっている」と回答する保護者が
７０％以上体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計

画を作成し、計画に基づいた体育指導や「一
校一取組」運動や「一学級一実践」運動を実
践する。 １：「学校は、全ての教育活動におい

て、子供の人権を尊重する姿勢で指導
に当たっている」と回答する保護者が
７０％未満

養護教諭、栄養教諭と連携し、全学級で健康
教育及び食育を実施する。

★今後、IT化が進む中で、社会を構成
していくであろう現代の子どもたちに
とって重要な事項ですね！これらのスキ
ルが当たり前に身に付けられるよう、普
段から手本になれる大人でいられるよう
努力していければと考えます。
★早く慣れて色々に活用して欲しいで
す。
★全体に高評価に値する。
★一人一人の可能性を伸ばすとともに
協調性についても教育の一つとして欲し
い。
★学芸会などの児童同士のディスカッ
ションを見ていると、きちんと相手の意見
を聞き自分の意見もしっかり伝え、クラス
全員が参加し納得した答えを導き出せ
ているところを見ると、指導の仕方が上
手いと思う。
★夢や希望が持てるよう配慮して教育し
てくれている。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動や
理数授業等を実施する。

３：「学校は、全ての教育活動におい
て、子供の人権を尊重する姿勢で指導
に当たっている」と回答する保護者が
７５％以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣＴ
機器を活用した授業を実施する。

他者の人権を尊重する人権教育の推進を目
指し、人権教育資料等を活用した授業を実施
する。
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　コミュニケーション能
力、情報活用能力、とも
に生きる力等、これから
の社会の変化にしなや
かに対応する子どもの
力と自信を身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外国
の方々とのコミュニケーション能力の育成等
を図っている。

４：「学校は、全ての教育活動におい
て、子供の人権を尊重する姿勢で指導
に当たっている」と回答する保護者が
８０％以上

4

９６．７％の保護者が「学校
は、全ての教育活動におい
て、子供の人権を尊重する
姿勢で指導に当たっている」
と回答した。このような状況
の中、子供第一の視点で一
人一人を大切にすることに
徹したことに対する評価と考
える。

令和２年度　大田区立志茂田小学校　自己評価　報告書

昨年度開校60周年記念関連行事を行った。児童には自分が生活する学校や地域の歴史を知るとともに、その一員としてできることを考え実行することを通して学校や地域を愛する心情を育む教育を行った。今年度も引き続き取り組むことにより、60周年のレガシーとして位置付ける。
また、カリキュラム・マネジメントの視点を取り入れた授業改善をPDCAサイクル化する。着任以来の課題である自尊感情の醸成について、今年度は子どもの「生きる力」を育むプログラム事業実施校として、校内研究に位置付け教科横断的な指導に挑戦する。なお、全員が研究授業を
実施することにより授業力を向上させる。新校舎・校庭の竣工に伴い、「一校一取組」に加え新たに学級単位での「マイ・クラス・スポーツ」を設定し、体力向上に資する。感染症対応により前例のない予測不能な年であるが、「柔軟性」と「創造力」を学校経営のキーワードとし、
一人一人の発想を積極的に取り入れることを通して経営参画意識を高める。その際これまでルーティンとされてきた行事等を見直し、コンパクトかつ内容の充実した教育活動を展開する。

大項目 目標 取組内容 取組指標 目標に対する成果指標 成果評価
これまでの取組
今後の改善策


